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報道発表資料 
相談解決のためのテストからNo.187 

令和6年9月18日 

独立行政法人国民生活センター 

 

消費生活センター等の依頼に基づいて実施した商品テストの結果をご紹介します。 

 

エンジンが故障した刈払機 

 

１．依頼内容 

「刈払機が2回目の使用で故障した。故障した原因を調べてほしい。」という依頼を受けまし

た。 

 

２．調査 

当該品は刈刃を2サイクルエンジンの動力で回転させて草等を刈る刈払機で(図参照)、相談者

自身でガソリンと2サイクルエンジンオイルを混ぜた混合燃料を用い、購入してから2回目の使

用中に故障したとのことでした。 
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図．刈払機の外観と各部の名称(エンジン式、U字ハンドルの例) 

刈刃 スロットルレバー ハンドル エンジン 
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当該品のエンジンの内部を観察したところ、シリンダ壁面とシリンダ壁面と接触するピスト

ンの摺動部には摺動方向と平行に入った多数の線傷がみられました（写真1、2参照）。このこと

から、使用していた混合燃料の劣化やガソリンとオイルとの混合が不十分であったこと等によ

って、潤滑が十分に行われず摩擦熱が増大し、ピストンとシリンダ間に焼き付きが生じたもの

と考えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３．消費者へのアドバイス 

エンジン式の刈払機は、4サイクルエンジンのものと 2サイクルエンジンのものがあります。

2 サイクルエンジンのものは混合燃料を使用する必要があり、商品ごとに適正な混合比が定め

られています。必ず取扱説明書をよく読み、商品に適合した混合燃料を使用しましょう。 

誤った混合比で混合したものや混合が不十分なものを使用した場合、エンジンの不調や故障

につながることがあります。自身で混合燃料を作る場合には、ガソリンと 2 サイクルエンジン

オイルを計量するなどして適切な混合比にし、十分に混ぜましょう。既に混合されている混合

済み燃料を使用する場合でも、給油前には容器を十分に振り、よく混ぜてから使用しましょう。 

また、期間が経過した混合燃料は劣化していることがありますので、使用しないようにしま

しょう。刈払機を使用した後は、混合燃料の劣化を防ぐため、燃料タンクからすべて抜いた状

態で保管しましょう。 

 

本件問い合わせ先 

商品テスト部：042-758-3165 

摺動方向と平行に傷がみられた 

ピストンの摺動方向 

写真 1．排気側から見たピストン摺動部 写真 2．シリンダ壁面 (一部) 

壁面全体にわたって 
摺動方向と平行に傷がみられた 

ピストン 
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